
一方、交通面では、昭和 年 には名神高速道路関ケ原－栗東間が開通し、市域には

八日市インターチェンジが設置され、平成 年 には蒲生スマートインターチェンジ開

設し、インターチェンジ周辺では工業地化が進みました。

なお、戦中から戦後にかけて行われた町村合併によって、八日市市、永源寺町、五個荘町、

愛東町、湖東町、能登川町、蒲生町が誕生し、平成 年 、 年 の２度の合併に

よって現在の東近江市が誕生しました。

M22年
1889年

M23年
1890年

M27年
1894年

S02年
1927年

S17年
1942年

S29年
1954年

S30年
1955年

S46年
1971年

H17年
2005年

H18年
2006年

八日市町

八日市市

東近江市

東近江市

建部村

御薗村

市辺村

玉緒村

平田村

市原村
永源寺町

永源寺村

東五個荘村 旭村

五個荘町北五個荘村

南五個荘村

豊椋村

湖東町西押立村

東押立村

角井村
愛東村 愛東町

西小椋村

八条村

伊庭村

能登川町

能登川村

五峰村

八幡村

栗見村
栗見村

栗見村
栗見荘村

朝日野村
蒲生町

桜川村

行政区画の変遷

近江鉄道新八日市駅舎 コンクリート掩体 第３章

東近江市の文化財の概要

１ 指定等文化財の状況
２ 未指定文化財及び地域資源の状況

第３章

東近江市の文化財の概要

１　指定等文化財の状況
２　未指定文化財及び地域資源の状況
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１１ 指指定定等等文文化化財財のの状状況況

令和５年 ４月１日現在、本市には 件の指定・選定・選択・登録文化財と４件の重要

美術品があります。これ以外に、地域を定めない文化財 国の特別天然記念物「カモシカ」の保

護区域、国の天然記念物「イヌワシ」、国の選択無形民俗文化財「近江の郷祭り」、県の選択無形

民俗文化財「近江の勧請吊り習俗」、「近江の山の神行事」、「湖東・湖北地域の野神行事」 があ

ります。

有有形形文文化化財財

本市では 件 国指定 件、県指定 件、市指定 件、国登録 件 の建造物が指定・登

録され、類型別件数で最も多くなっています。年代については中世から現代まで広範囲にわ

たりますが、最も古いものは奈良時代前期の石塔寺三重塔 重要文化財 で、建造物では鎌倉

東近江市内の指定等文化財件数

種 別
国 県

市指定 合計
指定 選定 登録 選択 指定 選択

有形文化財

建造物 － － －

美
術
工
芸
品

絵画 － － －
彫刻 － － －
工芸品 － － －
書跡・典籍 － － －
古文書 － － －
考古資料 － － －
歴史資料 － － －

無形文化財 － － －

民俗文化財
有形の民俗文化財 － － －
無形の民俗文化財 －

記念物

遺跡 － － －
名勝地 － － －
動物・植物・地質
鉱物

－ － －

文化的景観 － － － － － －
伝統的建造物群 － － － － － －
総 計

※制度として存在しないものは「―」で表した。

重要美術工芸品一覧

種 別 国 県 東近江市 合計

重要美術品
建造物 － －
絵画 － －
書跡 － －

総 計 － －
※重要美術品の制度については、昭和 年 の文化財保護法施行後廃止になりましたが、同法附則
により「当分の間」その認定効力を保つこととされていることからここに掲載します。
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時代初期の大濱神社仁王堂 県指定文化財 です。逆に

最も新しいものとして、昭和９年 に建築された

旧藤井家住宅洋館 県指定文化財 があります。また、

登録文化財の多くは江戸時代末期から明治初頭にかけ

ての寺社建築ですが、大正・昭和初期に建てられた小

学校舎や郵便局社等もみられます。

絵画は 件 国指定５件、県指定２件、市指定 件

あり、重要文化財では絹本著色
けんぽんちゃくしょく

日吉山王神像 鎌倉

時代、百済寺 、絹本著色地蔵十王図 元時代、永源

寺 、県指定文化財では紙本著色
しほんちゃくしょく

絵系図 南北朝～室

町時代、妙楽寺 といった仏教・神道美術が大半を占

めます。他に紙本墨画鷙鳥図
しほん ぼ く が し ち ょ う ず

重要文化財、桃山時

代、狩野山楽筆、個人 、三十六歌仙屏風 市指定文化

財、桃山時代、百済寺 などがあります。

彫刻は 件 国指定 件、県指定４件、市指定 件

で、建造物に次いで２番目の多さです。平安時代に制

作された仏像が６割を占めますが、奈良時代の銅造聖

観音立像 重要文化財、慈眼寺 や白鳳時代の銅造釈迦

如来立像 市指定文化財、専修院 等、さらに時代を遡

るものもあります。国・県指定文化財には木造男神坐

像 重要文化財、平安時代、竹田神社 といった神道美

術、像内納入品がある塑像寂室和尚坐像
そぞうじゃくしつおしょうざぞう

県指定文化

財、南北朝時代、永源寺 等の肖像彫刻があります。

市指定文化財には、狛犬 鎌倉時代、野々宮神社 や、

鬼面、鼻高面 室町時代、南菩提寺町 等、多種多様な

文化財が見られます。

工芸品は 件 国指定６件、市指定 件 となります。

このうち金銅唐草文磬
こんどうからくさもんけい

平安時代 をはじめ６件 国指

定３件、市指定３件 は百済寺所蔵です。このほか重

要文化財では石燈籠 鎌倉時代・延慶４年〈 〉、

河桁御河辺神社 、石燈籠 鎌倉時代・正和４年

〈 〉、高木神社 、紅地花唐草入文唐織能装束 桃

山時代、八幡神社 、市指定文化財では梵鐘
ぼんしょう

室町時

代、発願寺 、鰐口 室町時代・大永４年〈 〉、押

立神社 、翁面 室町時代、大森神社 、駕籠 江戸時代、

安養寺 等、幅広い分野、時代のものが指定されてい

ます。

石塔寺三重塔

銅造聖観音立像

紅地花唐草入菱文唐織能装束

翁面（右）と女面（左）
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書跡・典籍は 件 国指定６件、県指定８件、市指定 件 で、うち 件 国指定６件、県

指定６件 が永源寺と永源寺四派本庵に関連するものです。時代的には南北朝時代以降のも

のが大半ですが、紺紙金字妙法蓮華経 県指定文化財、百済寺 や大般若波羅蜜多経 市指定

文化財、上山神社 は平安時代に遡ります。また、伝世品としては珍しいこけら経 法華経開

結共〈厳暹
げんせん

筆こけら経〉、松尾神社蔵 が県指定文化財となっています。

古文書は８件 国指定２件、県指定１件、市指定５件 と数は少ないものの、中世惣村研究

の基礎資料とされる今堀日吉神社文書 重要文化財 や、臨済宗永源寺派の総本山、永源寺の

活動を記した永源寺文書 重要文化財及び県指定文化財 があります。また、市指定文化財に

は光明寺文書や山部神社中世文書、八王子法橋伝来文書等の中世文書があります。

考古資料は８件 国指定１件、県指定１件、市指定６件 で、市指定文化財が最も多くなっ

ています。考古資料のうち５件は古墳からの出土品ですが、正楽寺遺跡出土祭祀関連遺物

市指定文化財、東近江市 や特別史跡安土城出土金箔瓦（市指定文化財、東近江市）等もあ

ります。

歴史資料は２件で、いずれも市指定文化財です。１件は江戸から明治時代にかけて使われ

た寺子屋資料 時習斎
じしゅうさい

文書 東近江市 、もう１件は明治から昭和にかけての東近江市内学校

日誌等史料 東近江市 です。

無無形形文文化化財財

本市では２件の無形文化財が指定されています。１件は近世以来、地域の伝統玩具として

親しまれてきた小幡
お ば た

人形の工芸技術保持者 市指定無形文化財 、もう１件は本市発祥の伝統

芸能である江州
ごうしゅう

音頭 棚音頭 の芸能保持者 市指定無形文化財 です。現在、小幡人形につ

いては製作者の細井源吾氏が、江州音頭については棚音頭の音頭取である小椋源右衛門

真鍮屋
しんちゅうや

文
ぶん

好
こう

氏が中心となって、技術の継承、後継者育成に取り組んでいます。

民民俗俗文文化化財財

有形の民俗文化財は４件 県指定３件、市指定１件 です。このうち３件は当地に起源をも

つとされる木地師に関する資料 君ヶ畑木地屋氏子狩帳、蛭
ひる

谷
たに

木地屋氏子狩帳、大岩助左衛

門日記 いずれも県指定有形民俗文化財 で、残り１件は湖東地区長村
おさむら

で営まれてきた梵鐘
ぼんしょう

鋳造に関わる資料群 長村鋳物師の製品及びその用具と資料 市指定有形民俗文化財 です。

無形の民俗文化財は 件 国指定１件、市指定５件、国選択２件、県選択７件 あり、この

うち、近江のケンケト祭り長刀振り 重要無形民俗文化財 、江州
ごうしゅう

音頭 市指定無形民俗文化

財 、最上踊り 市指定無形民俗文化財 は、室町時代に流行した風流
ふりゅう

踊りの流れを汲み、太

鼓や鉦
かね

、笛等の囃子
は や し

と小唄に合わせ衣装を着飾った人びとが群舞する中世芸能の一つです。

なお、近江のケンケト祭り長刀振りはユネスコの無形文化遺産「風流踊」を構成する文化遺

産として登録されています。
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記記念念物物

遺跡は 件 国指定６件 １件は特別史跡 、県指定９件、市指定６件 で、類型別件数では

６番目の多さです。

件のうち７件が古墳で、古墳時代前期の雪野

山古墳 国史跡 をはじめ、中期の木村古墳群 県

史跡 や後期の八幡社古墳群、勝堂古墳群、平柳

古墳群 いずれも県史跡 等、各期の古墳が存在し

ます。また、安土城跡 特別史跡 や観音寺城跡

国史跡 、後藤館跡 県史跡 等の中世城郭も数多

く残ります。これ以外に、徳川家康・家光が利用

した伊
い

庭
ば

御
ご

殿
てん

跡
あと

国史跡 や、永源寺境内の井伊家

墓所 国史跡 、江戸時代から明治時代にかけて建

てられた近江商人屋敷 旧外村宇兵衛邸 、大正時

代に掘削された下一色井 神ノ池 等、新しい時代
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ひゃくさいじ

本坊庭園及び永源

寺庭園は、山岳寺院の自然と伽藍が一体となった

景観で、歴史的・文化的に価値が高いことが認め

られます。一方、国登録文化財には松樹館庭園が

あります。松樹館は豪商松居久右衛門の旧宅で、
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阿賀神社の夫婦岩は、湖東地域に特徴的な湖東流紋岩
ことうりゅうもんがん

からなる独立山塊の大規模節理で、そ

の規模・学術的な見地から文化財に指定されています。

藤井彦四郎邸庭園

木村古墳群
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文文化化的的景景観観

伊
い

庭
ば

内
ない

湖
こ

の農村景観（国選定）があります。伊

庭は内湖沿岸の三角州に形成された集落で、集落

の中央には繖山を源流とする伊庭川が流れ、そこ

から分岐した水路によって町割されています。各

家には川や水路に降りる階段状のカワトが設けら

れ、そこから舟を使って内湖漁に出たり、周囲に

広がる田畑へ農作業に出かけたりするなど、水路

を通して水と密接に関わってきました。また、水

路の石積み直上に建物を建てる「岸建ち」と呼ば

れる工法からは、限られた土地を最大限に利用するための工夫がみられます。

伊庭内湖の農村景観は、内湖に面した三角州において、町割としても機能した石積みの水

路網及び岸建ちの建造物が特徴的な集落、それを取り囲む農地・山林からなる農村景観であ

り、内湖沿岸における水の利用及び居住の在り方を知る上で欠くことのできないものとして

選定されています。

伝伝統統的的建建造造物物群群

五個荘金堂伝統的建造物群 国選定 １件です。五個荘金堂の町並みは古代条里制地割を基

本とし、陣屋と寺院を中心に近江商人の本宅と農家住宅が配された湖東平野の典型的な農村

集落です。商人本宅は、広大な敷地を板塀で囲み、内部に切妻や入
いり

母
も

屋
や

造りの主屋を中心に

数寄屋
す き や

風の離れや土蔵・納
な

屋
や

が建てられています。一方の農家住宅は、茅葺屋根の主
おも

屋
や

と納

屋等を持つ伝統的な形式です。これらが周囲の水田や畑と一体となって歴史的景観をよく伝

えています。近江商人の本宅群と伝統的な農家住宅がともに優れた歴史的景観をよく伝え、

我が国において特に価値が高いものとされています

伊庭内湖の農村景観
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２２ 未未指指定定文文化化財財及及びび地地域域資資源源のの状状況況

本市では、平成 年度の基本構想策定時

に、これまで行ってきた文化財調査成果を収

録した「東近江市歴史文化基本構想策定用文

化財データベース」 以下「文化財データベ

ース」という。 を作成しました。その結

果、 件の未指定文化財・地域資源を把

握することができました。

市内における未指定文化財・地域資源の傾

向として、多様な文化財が所在することが指

摘できます。なかでも工芸品、書跡・典籍、

古文書が多く、次に建造物、遺跡の件数が多

いことが明らかとなりました。また、祭礼や

年中行事等の無形の民俗文化財も多くありま

すが、形態が変化したものや存続の危機に瀕

しているものが多くあります。

一方、名勝地や動物・植物・地質鉱物の件

数は少なく、無形文化財については１件もデ

ータがありません。

なお、文化財データベースの基となった資

料は、調査から時間が経過しているため、継

続的に調査を実施し、データを充実、更新し

ていく必要があります。

有有形形文文化化財財

建造物では、江戸時代に建築された民家や神社仏閣が大半を占めますが、近江鉄道新八日

市駅舎や旧陸軍飛行場飛行第三連隊の営門、旧役場庁舎や工場、料亭等、明治時代から昭和

初期に建てられた建造物もあります。

絵画には重要美術品３件が含まれます。２件は池大雅と田能村竹田による文人画で、残る

１件は近世初頭の朱印船貿易
しゅいんせんぼうえき

の実態を示した絹本墨書安南国書
けんぽんぼくしょあんなんこくしょ

です。

本市には中世以前に創建された寺院が多く所在し、中世に作られた仏像や宗教画、什器等

が数多く残されています。もと天台宗だった寺院には天台系の絵画や什器等が残され、天台

寺院からの変遷をうかがえます。さらに神社に伝わる絵馬や、真宗寺院本山から下付された

門主絵像や頂相
ちんぞう

画、頂相彫刻等、近世以降に作られた優品も数多く残されています。また、

各地域に残る古文書・古記録や、歴史資料として、明治時代から戦後まで使われたガリ版に

関する資料も数多く残っています。

未指定文化財・地域資源件数

未
指
定
文
化
財

有
形
文
化
財

建造物 件

美
術
工
芸
品

絵画 件

彫刻 件

工芸品 件

書跡・典籍 件

古文書 件

考古資料 件

歴史資料 件

無形文化財 件

民俗文化財
有形の民俗文化財 件

無形の民俗文化財 件

記念物

遺跡 件

名勝地 件
動物・植物・地質
鉱物

件

文化的景観 件

伝統的建造物群 件

文化財保存技術 件

埋蔵文化財 件

地域資源 伝承・伝説、戦争関係資料等) 件

合 計 件
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無無形形文文化化財財

市域には地元の材料を使った伝統工芸が今に伝えられています。かつて大中
だいなか

の湖
こ

周辺には

良質なヨシが自生し、明治以降よしすだれが作られてきました。現在でも福堂町では、琵琶

湖のヨシを使った手編みの「江州
ごうしゅう

よしすだれ」が作られています。

また、東近江地域では古くからの陶器が作られてきました。現在、八日市地区では、布引

山系の土と「七彩天目」と呼ばれる色鮮やかな絵付け技法を用いた「布引焼」が焼かれ、そ

の技術が継承されています。

民民俗俗文文化化財財

有形の民俗文化財には、中世以来、鈴鹿の山々で続けられる政所茶の生産道具や木挽き道

具があります。また、琵琶湖及び内湖周辺、溜池等で使われた漁労具 エリ、オシアミ、モ

ジ、オオギ等）等、地域の生業から生み出された民具も数多くあります。その他、地域性の

ある灌漑道具 ハネツルベ、龍
りゅう

越
こし

、ゴイ、蛇車
じゃぐるま

等 や農具 田舟、ゴミカキダモ、コマザラ

エ 等も残っています。さらに、麻織物関係の道具や製品等が挙げられます。

一方、無形の民俗文化財には、厳格なしきたりのもと執り行われる民俗行事 山の神、野

神 や、複数集落で行われる郷祭
ごうまつ

り 春日神社のユキカキ祭、河
かわ

桁
けた

御
み

河
か

辺
べ

神社のみかべ祭、栗

見大宮天神社の川原祭等 、市内各地で行われる松明行事 市原野のまんどう、上山
うえやま

神社のフ

キダシ等 や特殊神饌 大
おお

皇
きみ

器
き

地
ぢ

祖
そ

神社のゴクモリ、黄和田町日吉神社のチンツクリ、高野神

社の特殊神饌 等があります。また、道具の製作技術として伊
い

庭
ば

町のわらじ作りも挙げられ

ます。

記記念念物物

遺跡については、これまでの発掘調査によって、価値を確認しているものがいくつもあり

ます。古墳 孤立山塊・山麓の後期古墳群）や古代寺院 宮井廃寺跡・小八木小谷木廃寺）、

中世城郭 佐生城跡、大森城跡、布施山城跡、和田山城跡等）、近代化遺産 掩体
えんたい

豪、近代灌

漑関係施設遺構）が挙げられます。

名勝地では、神崎川上流の神崎川渓谷と、その上流にあるお金の塔が挙げられます。なお、

お金の塔は、佐目町の若宮神社の祭神である塔
とう

尾
お

金
かね

大明神の磐座
いわくら

としても祀られています。

また、動物・植物・地質鉱物では、希少な動植物を見ることができ、御池岳のオオイタヤ

メイゲツ純林と鈴鹿山中のモミ・アスナロ群落が挙げられます。また、繖 山
きぬがさやま

の支峰猪子山

でみられる鷹柱や樹齢 年を越える昭和町のムクノキもあります。

文文化化的的景景観観

南北朝時代に永源寺が創建された際、開山寂室元光
じゃくしつげんこう

が中国から伝えたとされる政所茶は、

近世以降愛知川の支流、小椋谷周辺に広がり、現在も伝統的な「手摘み、無農薬、有機栽培」

が続けられています。険しい鈴鹿の山あいに茶樹が点々と栽培される景観は、他の生産地と

は異なる独特の茶園景観を形作っており、山村集落と一体となった文化的景観です。
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は異なる独特の茶園景観を形作っており、山村集落と一体となった文化的景観です。

伝伝統統的的建建造造物物群群

五個荘金堂伝統的建造物群保存地区に隣接する川並町が挙げられます。この地は江戸時代

の豪商塚本定右衛門の故郷であり、明治 年代にまとめられた報告書『田園都市と日本人』

内務省地方局有志 では、金堂と並び「田園都市の理想」とされています。金堂と同じく、

近江商人の本宅や茅葺の農家住宅が立ち並んでいます。

文文化化財財保保存存技技術術

本市には全国で数名しかいないと言われる手織り真田紐
さなだひも

製作者がいます。初代は京都でそ

の技術を学び、二代目は皇太后の婚礼箱や正倉院御物の紐、文化庁大講堂の緞帳
どんちょう

で使われ

る手織り真田紐を手掛けました。現在、三代目がその制作技術を継承しています。

埋埋蔵蔵文文化化財財

遺跡の存在が確認されている周知の埋蔵文化財包蔵地 散布地や伝承地等も含む は か

所を数えます。市内全域に遺跡は分布していますが、特に愛知川と日野川の自然堤防上に集

中し、愛知川下流域では琵琶湖に近づくにつれて遺跡の数が多くなります。また、滋賀県に

多く分布する中世城館跡も各地に分布しています。

地地域域資資源源 伝伝承承、、伝伝説説、、方方言言、、戦戦争争体体験験談談

その他として、地域に伝わる、伝承や伝説、方言や戦争関係資料が挙げられます。伝承で

は妖怪ガオや聖徳太子伝承、水害の言い伝え等、多くの種類が見られます。また、市域の寺

院には、人魚伝説も数多く残されています。さらに、街道や道標、溜池等、東近江市らしさ

を表す地域文化財が挙げられます。
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